
　

立
命
館
大
学 

文
学
部
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
ジ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
東
西
大
学

校
（
韓
国
・
釜
山
）、
広
東
外
語
外
貿
大

学
（
中
国
・
広
州
）
と
共
同
運
営
す
る
国

際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
日
中
韓
の
言
語

に
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
理
解
し
、

３
か
国
を
つ
な
ぐ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目

指
し
て
、
２
０
１
２
年
度
に
パ
イ
ロ
ッ
ト

版
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
、
１６
年
度
か
ら

常
設
化
さ
れ
た
。
各
大
学
と
も
１
学
年
２０

人
が
定
員
で
、
立
命
館
大
学
は
入
学
前
に

選
抜
を
行
う
。
人
文
学
科
１
年
生
の
今
井

詩し

文ふ
み

さ
ん
は
、「
韓
国
文
化
へ
の
興
味
と
、

留
学
へ
の
憧
れ
も
あ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
希
望
し
ま
し
た
」
と
述
べ
る
。

広東外語外貿大学
２年
楊 天任
よう・てんにん
中国湖南省長沙市長郡中学
卒業。将来はアジアで活躍
する工業デザイナーを目指す。

文学部
人文学科１年
今井詩文
いまい・しふみ
京都府・私立立命館中学
校・高校卒業。東アジア
各国をつなぐ仕事を志望。

文学部
人文学科２年
滝宮七海
たきみや・なみ
兵庫県・神戸市立葺合高
校卒業。留学経験を生か
し、国際的な仕事を志望。

他国の学生とともに留学し、
刺激を受け合いながら学ぶ
中国人学生と一緒に、韓国に留学しました。皆、
初めての韓国留学でしたが、中国人学生の授
業への姿勢はとても積極的で、自分の学びへ
の姿勢を見直しました。（滝宮さん）

３か国の学生が、お互いの言語と
文化を学び合うプログラム
母国以外の２か国の学生と交流し、理解を
深め合う中で、母国についても相対化して
捉えられるようになりました。（楊さん）

日中韓の３つの大学を移動して学び
東アジアの架け橋となる人材を育成

立命館大学 文学部 「キャンパスアジア・プログラム」

２
年
間
で
中
国
と
韓
国
へ

半
年
ず
つ
２
回
留
学

母国以外の２か国を　　
２年間で２周して学ぶ
２年次の前期の韓国留学では、
語彙力の不足を実感。３年次
の韓国留学では、もっと深いコ
ミュニケーションを取れるよう
になりたいです。（滝宮さん）

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生
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プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
、
２
・

３
年
次
に
２
か
国
を
２
周
す
る
「
移
動

キ
ャ
ン
パ
ス
」
だ
。
立
命
館
大
学
の
学
生

の
場
合
、
２
・
３
年
次
に
半
年
間
ず
つ
韓

国
と
中
国
に
留
学
す
る
た
め
、
計
２
年
、

海
外
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
１
年
次
は
、
留
学
の
た
め
に
中
国
語
・

朝
鮮
語
を
集
中
的
に
習
得
す
る
。

　「
語
学
の
授
業
は
、
留
学
生
が
参
加
し

た
り
、
ウ
ェ
ブ
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
で
現

地
学
生
と
交
流
し
た
り
と
、
実
践
的
な
内

容
で
す
。
来
年
度
か
ら
留
学
す
る
と
い
う

明
確
な
目
標
が
あ
る
た
め
、
熱
が
入
り
ま

す
」（
今
井
さ
ん
）

　
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
や
文
化
な

ど
人
文
学
の
基
礎
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
な
ど
を
学
び
、
留
学
に
備
え
る
。

　
２
年
次
に
は
、
２
か
国
に
半
年
間
ず
つ

１
周
目
の
留
学
を
す
る
。
現
地
で
の
学
び

の
中
心
は
、
語
学
学
習
だ
。
文
法
な
ど
の

基
礎
に
加
え
、
会
話
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
実
践
的
な
授
業
を
受

け
、
語
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

　
人
文
学
科
２
年
生
の
滝
宮
七な

海み

さ
ん

は
、「
留
学
先
の
韓
国
で
は
、
中
国
人
学

生
の
朝
鮮
語
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
負
け
ら

れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
朝
鮮
語
に
耳
が
慣
れ
ず
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
１
か
月
ほ
ど
経
つ
と
、
か
な

り
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
会
話
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
さ
ら
に
、
現
地
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
の
演

習
を
行
う
。
例
え
ば
、
各
国
の
学
生
が
母

国
以
外
の
立
場
に
立
っ
て
議
論
す
る
中

で
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
。
広
東
外

語
外
貿
大
学
２
年
生
の
楊よ

う

天て
ん

任に
ん

さ
ん
は
、

「
尖
閣
諸
島
問
題
に
つ
い
て
日
本
の
立
場

か
ら
考
え
る
う
ち
に
、
自
分
の
考
え
が
変

化
し
、
物
事
を
客
観
的
に
捉
え
る
大
切
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
滝
宮
さ
ん
は
、「
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
を
見
て
い
る
と
、
中
国
や
韓
国
に
は
、

『
反
日
』
意
識
を
持
つ
方
が
多
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
個
人
に
よ
っ

て
考
え
方
が
異
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
」
と
述
べ
る
。

　
寮
生
活
で
も
、
現
地
の
学
生
や
留
学
生

間
で
交
流
し
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
。

滝
宮
さ
ん
は
、「
ル
ー
ム
メ
イ
ト
の
中
国

人
が
夜
遅
く
ま
で
勉
強
し
て
い
る
こ
と
に

驚
き
、
自
分
も
や
ら
な
く
て
は
と
刺
激
を

受
け
ま
し
た
」
と
話
す
。

　「
中
国
人
に
比
べ
、
日
本
人
は
待
ち
合

わ
せ
時
間
な
ど
の
約
束
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
知
り
、
お
互
い
の
生
活
や
考
え
の
違

い
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
」（
楊
さ
ん
）

　
３
年
次
に
実
施
す
る
２
周
目
の
留
学

で
、
１
周
目
の
成
果
と
課
題
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
が
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大

き
な
利
点
だ
。
１
周
目
で
自
分
の
力
不
足

を
痛
感
し
、
よ
り
勉
強
に
熱
心
に
な
る
学

生
の
姿
も
見
ら
れ
る
。
２
周
目
の
留
学
で

は
、
語
学
力
が
高
ま
り
、
人
間
関
係
も
築

か
れ
て
い
る
た
め
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
で
深
い
議
論
が
で
き
る
と
い
う
。

　「
１
周
目
の
韓
国
留
学
で
は
歴
史
や
文

化
を
あ
ま
り
理
解
し
て
お
ら
ず
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
ま
り
意
見
が
出
せ
な

か
っ
た
の
で
、
次
は
し
っ
か
り
勉
強
し
て

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
」（
楊
さ
ん
）

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
生

は
、
外
資
系
企
業
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関

わ
る
広
告
会
社
な
ど
に
就
職
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
し
て
い
る
。

　「
留
学
前
は
将
来
の
目
標
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
周
目
の
留
学
を

経
験
す
る
中
で
、
日
本
語
教
師
な
ど
語
学

力
を
生
か
し
た
国
際
的
な
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
滝
宮
さ
ん
）

　「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア・プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

３
か
国
の
大
学
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
点
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
距
離
的
に
も
近
く
、政
治・

経
済
で
も
つ
な
が
り
が
深
い
中
国
や
韓
国
の

文
化
や
歴
史
、
社
会
を
学
び
、
違
い
を
認
識

し
つ
つ
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
授
業
で
は
、
３
か
国
の
学
生
が
混
合
さ

れ
た
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
例
え
ば
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日

中
韓
の
関
係
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

意
見
を
調
整
し
、
ま
と
め
る
力
が
育
っ
て
い

き
ま
す
。
日
本
人
学
生
は
、
中
韓
の
学
生
が

積
極
的
に
自
分
を
表
現
す
る
姿
に
刺
激
を
受

け
る
よ
う
で
す
。
一
方
で
、
客
観
的
な
立
場

か
ら
相
手
の
意
見
を
聞
き
、
時
に
は
中
韓
の

学
生
の
仲
介
を
す
る
な
ど
、
調
整
能
力
の
高

さ
は
日
本
人
学
生
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
違
い
は
、
２
か
国
で
は
な
く
、
３

か
国
の
学
生
が
実
際
に
交
流
し
、
自
分
を
対

象
化
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
各
国
に
で
き
る
友
人
も
貴
重
な
財

産
と
な
り
ま
す
。３
か
国
で
の
学
び
を
通
し
、

東
ア
ジ
ア
社
会
の
安
定
と
発
展
に
貢
献
す
る

人
材
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
か
国
の
関
係
性
の
中
で

自
分
を
対
象
化
し
て
成
長
す
る

大

の

い

学

思
文
学
部

　准
教
授

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

廣
澤
裕
介

ひ
ろ
さ
わ
・
ゆ
う
す
け

３
か
国
の
学
生
が
刺
激
し
合
い

相
互
理
解
を
深
め
て
い
く

１
周
目
の
留
学
の
反
省
を
基
に

２
周
目
の
留
学
を
充
実
さ
せ
る
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